
脱
炭
素
化
は 、
化
石
燃
料
豆

鹿
へ
の
投
資
の
減
少・
撤
退
や

脱
炭
索
技
術・
製
品
の
生
臨
に

必
変
な
斑
涼
へ
の
節
要
を
喚
起

し 、
イ
ン
フ
レ
（
グ
リ
ー

ン
フ

レ
ー

シ
ョ
ン）
を
引
き
起
こ
し

た 。
座
油
国
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
欧
米
日
の
ロ

シ
ア
ヘ
の
経
済

制裁、

資源
国

の
自
国
利益
俵
先
主
義
の
広
が

り
は 、
エ
ネ
ル
ギ
ー・

白
源
価

格
の
高
聡
に
拍
車
を
か
け
た 。

他
方 、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー 、
特
に
風
カ・
太
悶
光
発
咤

は
気
象
条
件
や
立
地
に
大
き

影
響
を
受
け
る 。
し
か
も
発
m

設
備
の
対
外
依
存
度 、
特
に
中

因へ
の
依
存
度
は
年
々
邸
ま
っ

て
い
る 。
中
国
企梨
は
大
規
模

役
資
や
外
国
企菜
と
の
技
術
提

携
老辿
じ
て
国
際
競争
力
を
高

め
て
お
り 、
太
阻
化
池
や
そ
の

生
産
設
錨
だ
け
で
な
く 、
風
力

発
屯
タ
ー
ピ
ン 、
蓄
匹
池
や
超

高
霞
庄
送
屯
線 、
9
気
自
動
車

(
E
V)
や
車
戚
屯
池
で
も
世

界
の
市
協
を
席
巻
し
て
き
た 。

欧
米
は
経
済
力
や
技
術
力
を

生
か
し 、

脱炭
素
と
安
全
俣
障

の
統台
に
よ
り 、
気
候
変
勁対

策
と
安
全
保5加
の
ジ
レ
ン
マ
を

栞
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る 。

氷国
は
2
0
1
9
年
度国
防

糊
限
法
で、

生国
政
府
が
所
有・

もり•あきひさ
70年生まね京大沌士
（経済学、地球環境学）。
専門は持続可能性移行
研究、 地球益経済論

脱炭素へ何が必要か 森晶寿京都大学准教授

安全保障強化と同時推進を
電カシステムの構成要素と補完性の概念図
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｀蓄電
ンスァム

管
理・
助
成
す
る
企業
へ
の
迎

邦
補
助
金
供
与
を
禁
止
し
た 。

ま
た
22
年
8
月
成
立
の
イ
ン
フ

レ
抑
制
法
で
は
E
V
や
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド

車
(
P
H

＞）
、

再
エ
ネ
発
屯
扱
材
の
間

入
支
援
策
の
対
象
を 、
北
米
で

冨置'·璽置
0

先
行
者
利
益
得
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
を

0

量
産
技
術
開
発
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
更
カ
ギ

。

自
国
利
益
優
先
す
れ
ば
安
全
保
障
に
も
悪
影
響

組
み
立
て
や一
定
割
合
の
部
材

閾
達
を
す
る
製
品
に
限
定
し
た

(
22
年
12
月
に
修
正
を
表
明） 。

欧
州
連
合
(
E
u)
も 、
脱

炭
累
と
経済
成
長
の
阿
立
を
め

ざ
す
「
欧
州
グ
リ
ー

ン
デ
ィ
ー

ル」
に
伴
う
補
助
金・
融
賓
に
加

え 、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
脱
ロ
シ
ア

戦
略「
リ
バ
ワ
I
E
u」
で
義
務

化し
た
新
築
建
築
物
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
四
や、
再
エ
ネ

由
来
の
水
素

役来兒活罷
ヵ

目
棚
を
達成
す
る
た
め
の
予
芥

を
拡
充
し
た 。
外
国
政
府
支
援

企
菜
の
E
u
域
内
企
菜
買
収
の

事前
通
知
を
義
務
化し 、
気
捩

変

欝策
の
緩
い
国
か
ら
の
輸

入
品
に
関
税
を
課
す
固
炭炭
索

細
賂
描
益
の
苺
入
も
決
め
た 。

日
本
政
府
も
グ
リ
ー

ン
ト

ラ

ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー

シ
ョ
ン
(
G

x)
実
現
に
向
け
た
茄
本
方
針

を
公
表
し 、
10
年
閤
で
1
5
0

兆
円
超
の
官
民
に
よ
る
脱
炭
索

投
資
を
目
的
と
し
た
G
X
経
済

移
行似
の
発
行
を
決
め
た 。
主

な
使
途
と
し
て 、
水
素・
ア
ン

モ
ニ
ア
の
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー

ン

（
供
給
網）
の
摺
築 、
蓄
咤
池

臨
菜
の
確
立 、
製
造
業
の
省
エ

ネ・
燃
料
転換 、

次世
代
自
動

車
や
酋
エ
ネ
住
宅・
建
築
物
の

菩
及
が
想
定
さ
れ
て
い
る 。

脱
炭
素
化
目探
の
達成
に
向

け
た
巨
額
投
貧
が
脱
炭
素
化
と

安
全
保
闘
強
化
の
両
方
に
資
す

る
に
は 、
少
な
く
と
も
3
つ
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る 。

第
1

に 、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

（
技
術
革
新）
を
実取
し
た
企

菜
が
先
行
者
利
益
を
享
受
で
き

る
こ
と
だ 。
こ

の要
件
と
し
て

ア
ダ
ム・
ジ
ャ
フェ
米
プ
ラ
ン

ダ
イ
ス
大
教
授
ら
は 、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
創
出
さ
れ
た
技術

や
製
品
が
国内
外
で
甜
要
を
生

み
出
す
こ
と、
外
国
企
菜
に
先

行
者
利
益
を
奪
わ
れ
な
い
こ

と 、
外
国
企
菜・
政
府
が
同様

の
戦
略
的
行
動
を
取
ら
な
い
こ

と 、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
外
国

企
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な

い
こ
と、
そ
し
て
知
的財
産
椛

の
十
分
な
保
臨
を挙
げ
る 。

だ
が
国
際的
な
経
済
統
合
が

辿
む
中
で 、
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
の
は
困
難
だ 。
例
え
ば

10
年
策定
の
政
府
の
新
成
長
戦

略
で
実
施
さ
れ
た
滅
税
と
補
助

金
は 、
棗
産
技
術
で
国
際
競
争

力
を
確
立
し
て
い
た
国
臨
ハ
イ

プ
リ
ッ
ド

車
の
普
及
を
促
し
た

半
面 、
国
際
g
争
力
を
確
立
で

き
て
い
な
か
っ

た
シ
リ
コ
ン
系

太
陽
咤
池
の
国
内
苗
及
は
他
国

へ
の
技
術
依

在姿誨
め
た 。

G
X
品
本
方
針
で
投
資
対
象

と
さ
れ
た
産
棠
や
技
術
は
既
に

国
際
競
争
が
激
し
く 、
先
行
者

羹
の
名
が
雛
し
い
醤
に

あ
る 。―
J

の
た
め
研
究
開
発
や

製
造
技術
だ
け
で
な
く 、
世
界

市
娼
で
の
普
及
を
視
野
に
入
れ

た
用
途
卵
発
と
昂
産
技
術へ
の

大
規
傑
投
資 、
そ
し
て
技
術
流

Ill
の
防
止
制
度
の
毀
術
と
厳
格

な
巡
用
が
不
可
欠
と
な
る 。

第
2
に 、
脱
炭
素化
の
焦
点

を
ピ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
ヘ
と
拡
張
す
る
こ
と

だ 。
今
後 、
金
融
機
関
を
含
む

国
内
外
の
取
引
先
か
ら
の
脱
炭

罷
の
要
求
が
厳
し
く
な
る 。

他方 r
価
値
の
源
泉
は 、
産
業

全
体
で
は
サ
ー

ビ
ス
業
に 、
製

造
業
の
中
で
も
研
究
閉
発
や
ア

フ
タ
ー

サ
ー
ピ
ス
ヘ
と
シ
フ
ト

し
て
い
る 。
よ
り付
加
価
町
の

ヤ四
い
分
野
で
国
際-g
争
力

を商

め
ら
れ
な
け
れ
ば 、
世
界
中
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

（
部
品
会
社
な

ど）
と
薄
利
多
売
の
競
争
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る 。

こ
の
価
値
の
源
泉
の
シ
フ
ト

は 、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー

で
も
進
行
し
て
い
る 。
再

エ
ネ
で
は
知
識
渠
約
型
の
技
術

や
イ
ン
フ
ラ 、
サ
ー
ピ
ス
が 、

E
V
で
は
移
動
中
に
サ
ー
ピ
ス

を
供
給
す
る
ソ
フ
ト

が
そ
れ
ぞ

れ
競
争
軸
と
な
り
つ
つ
あ
る 。

よ
り
裔
い
付加
価
昭
を
獲
得

す
る
に
は 、
個
別
の
脱
炭
素
化

技
術
を
シ
ス
テ
ム化・

設合
化

し 、
戦
略
を
マ
ー

ケ
ッ
ト

イ
ン

（
闘
誼
視）
に
切
り
替
え 、

利
用
者
の
ニ
ー

ズ
や
社
会
的・

制
度
的
文
脈
に
適
合
し
た
ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
（
解
決
策）
を
提

供
す
る
な
ど 、
ピ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル

笠蕗史
が
求
め
ら
れ
る 。

第
3
に 、
ピ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
変
更
が
経
済性
を
持
つ
よ
う

に 、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
モ
ピ
リ
テ

ィ
ー

な
ど
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
を
脱炭
素
に
向
け
て

移
行
さ
せ
る
こ
と
だ 。

ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド

（
次
世

代
送
究
網）
を
は
じ
め
と
す
る

送
配露
網
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ク

ラ
ウ
ド

迎
携
は 、
電
カ
シ
ス
テ

ム
の安
定
性
を
如
な
う
こ
と
な

く 、
住
宅
や
建
築
物
に
設
四
さ

れ
た
再
エ
ネ
や
寄
霞
池 、
E
V

な
ど
の
分
散
型
咤
廂
の
有
効
活

嬰
醤
に
す
る 。
結
果 、
エ

ネ
ル
ギ
ー

安

＾走訟即
を
目
的
と

し
た
化
石
燃
料
白
産
へ
の
投
資

を
抑
制
し、

脱炭
素
化
に
伴
い

微
用
回
収
が
困
雄
に
な
る
投
資

（
座
礁
臣
産）
を
最
小
限
に
と

ど
め
ら
れ
る 。
し
か
も
シ
ス
テ

ムの一
部
が
倅
止
し
た
坦合
で

も 、
シ
ス
テ
ム全
体
と
し
て
は

辿
転
継
続を
可能
に
す
る 。

図
で
示
し
た
よ
う
に 、
こ
れ

ら
の
実
親
に
は
分
散
型
屯
源
を

束
ね
て
需
給
調
整
す
る
組
織
や

市
均 、
再
エ
ネ
価
値
取
引
市
均 、

需
要
家
と
供
給
者
が
直
接
屯
カ

を
取
引
す
る
m
ヵ
購
入
契約
と

託
送
が
必
要
と
な
る 。
同
時
に 、

新
た
な
組
織
や
イ
ン
フ
ラ 、
制

度
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
や
透

朗
性
の
高
い
遥
堂 、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
防
御 、
個
人
情
報
保
臨

分
散
型
電
力
供
給
者
へ
の
十
分

な
使
益
の
分
配
な
ど 、
移
行
後

の
シ
ス
テ
ムが
社
会
に

受容さ

れ
る
体
制
が
不
可
欠
だ 。

シ
ス
テ
ム移
行
を
短
期問
で

実
現
し
よ
う
と
すれ
ば 、

膨大

な
移
行
殴
用
が
発
生
す
る 。
関

保
す
象
＜
の
主
体
が
移
行
後

の
シ
ス
テ
ムの
姿
を
早
期
に
共

有
し 、
新
た
な
シ
ス
テ
ムに
適

応
す
る期
閻
を
確
保
す
る
こ
と

で 、
移
行
微
用
を
減
じ
ら
れ
る 。

日
本
が
他
国
へ
の
影
響
を
鑑

み
ず
自
給
率
の
向
上
や
生
産技

術
の
国
産
化
を
追求
す
れ
ば 、

自
国
利益
艇
先
と
の
批判
を免

れ
な
い 。
ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く

中
束
か
ら
の
安
定
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー

輸
入
の
リ
ス
ク
も
存
まっ

て
い
る
う
え、
脱
炭
素
化
に
向

け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

庶
換
の
鍵
を

握
る
希
少
資
源
は
偏
在
し
て
お

り 、
中
国
の
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的

に
高
い 。
目
先
の
自
国
利
益
に

こ
だ
わ
れ
ば 、
長
期
的
に
は国

脱
的
な
信
頼
脚
係
を
阻
ね 、
脱

炭索
化
に
向
け
た
ピ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
変
更
や
シ
ス
テ
ム
の移

行
を
困
難
に
す
る
ほ
か 、
安
全

保
障
を
弼
か
し
か
ね
な
い 。

こ
う
し
た
平
態
を避
け
る
に

は 、

対外
的
に
は
国際
エ
ネ
ル

ギ
ー

市埠
の
安
定
化
や
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー

秩
序
の
維
持
に
尽力

し
つ
つ 、
脱
炭
索化
に
向
け
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
更
や
シ

ス
テ
ムの
移行
を 、
安
全
保際

の
強
化
に
も
皮
す
る
よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う 。
脱

炭
素
化
へ
の
移
行
の
使
益
を
目

に
見
え
る
形
で
世
界
に
示
せ
れ

ぱ 、
グ
リ
ー

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン

で
苦
し
む
国
々
と
協働
し
膳釈

素
化
へ
の
取
り
組
み
を
再
加速

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る。




